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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
穏
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　
政
府
が
「
一
億
総
活
躍
プ
ラ

ン
」
を
発
表
、
少
子
高
齢
化

に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
う
姿

勢
を
示
し
、
「
日
本
再
興
戦
略

２
０
１
６
」
で
は
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

６
０
０
兆
円
に
向
け
た
成
長
戦
略

を
公
表
す
る
な
ど
、
時
代
の
大
き

な
変
化
を
感
じ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。

 

一
方
、
熊
本
、
島
根
で
の
大
地

震
、
北
海
道
、
東
北
地
方
で
の
台

風
被
害
な
ど
、
自
然
災
害
も
多
発

し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
６
月
に
天
皇
皇
后

両
陛
下
が
高
野
辰
之
記
念
館
を
御

視
察
さ
れ
る
栄
誉
に
も
あ
ず
か

り
、
一
段
の
元
気
を
い
た
だ
く
機

会
を
得
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
活
動
に

よ
り
、
新
た
に
「
信
州
中
野
お

ご
っ
そ
フ
ェ
ア
」
や
「
信
州
な
か

の
音
楽
祭
２
０
１
６
」
な
ど
、
内

外
に
発
信
す
る
大
き
な
事
業
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
年
を
迎
え
て

　
本
年
は
、
丁
酉
（
ひ
の
と
・
と

り
）
の
年
に
あ
た
り
、
対
立
に
よ

り
生
じ
る
無
用
な
混
乱
の
発
生
を

回
避
す
る
努
力
を
し
、
新
し
い
勢

力
が
生
ま
れ
る
年
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
国
内
で
は
憲
法
改
正
の
問
題

や
、
２
０
１
７
年
問
題
と
い
わ
れ

る
、
団
塊
の
世
代
が
70
歳
を
迎

え
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
事
業
承

継
の
問
題
、
海
外
で
は
米
国
ト
ラ

ン
プ
次
期
大
統
領
の
外
交
・
通
商

政
策
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
手
続

き
開
始
な
ど
、
社
会
経
済
に
影
響

を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
事
象

が
相
次
ぐ
と
み
ら
れ
ま
す
。

音
楽
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年

　
１
月
18
日
に
仙
台
市
・
竹
田
市

と
の
音
楽
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年

を
迎
え
ま
す
。
音
楽
を
絆
に
50
年

間
様
々
な
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
１
月
28
日
に
は
、
仙
台
市
奥

山
市
長
、
竹
田
市
首
藤
市
長
が
来

市
し
、
次
の
50
年
に
向
け
て
新
た

な
連
携
の
誓
い
を
結
ぶ
予
定
で
す
。

本
市
に
お
け
る
地
方
創
生

　
地
方
創
生
は
地
域
力
（
市
民
の

中
野
市
長

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ皆

様
の
活
力
）
が
要
で
す
。
中
野

市
版
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
諸
施
策

を
確
実
に
実
施
し
、
加
速
さ
せ
る

年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
市
民
の
皆
様
や
企
業
・

団
体
・
各
組
織
（
民
）
と
中
野
市

（
公
）
が
連
携
を
強
め
、
そ
れ
ぞ

れ
が
持
つ
力
を
融
合
さ
せ
、
明
日

の
豊
か
な
中
野
市
づ
く
り
に
、
邁

進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
　
文
化

が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
、
「
住
み

よ
さ
で
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
い
う

私
た
ち
の
夢
は
、
市
民
の
皆
様
の

協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
実
現
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
良
い

年
に
な
る
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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昨
年
７
月
15
日
に
開
催
さ

れ
た
国
の
文
化
審
議
会
で
文

部
科
学
大
臣
に
答
申
さ
れ
て

い
た
、
旧
山
田
家
住
宅
（
東

江
部
）
の
７
件
の
建
造
物
が
、

昨
年
11
月
29
日
付
け
で
告
示

さ
れ
正
式
に
国
の
登
録
有
形

文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
初
め
て
の
国

の
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物

で
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
国
の

登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た

旧
山
田
家
住
宅
の
建
造
物
が

持
つ
歴
史
と
特
徴
を
紹
介
し

ま
す
。

特集

◆登録有形文化財とは

　観光資源などに活用し
ながら文化財の保護を図
ることを目的に平成８年
に始まった制度。現状変
更が厳しく制限される国
宝などの指定文化財と比
べると、外観や内装を変
更する制約が緩やかに
なっています。
　建築後 50 年で登録対
象となり、地方自治体か
らの情報を基に国が候補
を選定。文化審議会の答
申を経て登録されます。

旧山田家住宅が

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

登
録
さ
れ
た
旧
山
田
家
住
宅

7
件
の
建
造
物

①
奥
座
敷

②
新
座
敷

③
質
蔵
及
び
文
庫
蔵

④
裏
門
・
台
所
味
噌
蔵
及
び

　
事
務
所

⑤
隅す

み
の
く
ら蔵

⑥
六ろ

っ
け
ん
ぐ
ら

間
蔵
及
び
二に

け

ん

ぐ

ら

間
蔵

⑦
酒
売
場

▼旧山田家住宅平面図

国の登録有形文化財に
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